
【日　　時】 2022年10月18日（火）13時30分～16時30分
【場　　所】 佐賀県庁新館　11階「大会議室」
【交渉日程】 13:30～産業労働部、14:30～健康福祉部、15:40～県土整備部、男女参画・こども局、地域交流部
【出 席 者】 連合佐賀 四役、政策委員会 （総勢14名）

　連合佐賀は10月22日（土）、ホテルマリターレ創世において、役員、代議員など約90名を集め、第61回地方委員
会を開催しました。
　草場副会長の開会挨拶後、議長団として北島信幸代議員（運輸労連）と秋元彰太代議員（ＪＰ労組）を選出し、
2022年度経過報告並びに2023年度運動方針の補強に関する件や財政関係、役員補選などについて審議し、全て
の議案が提案どおり承認されました。松尾新事務局長の閉会挨拶後、草場新会長の団結ガンバローにて第61回地
方委員会を終了しました。

△【退任者】※敬称略 （前会長）井手 雅彦　（前副会長）俣野 勝敏
　■俣野前副会長は欠席のため代理授与となりました

△議長団

△団結ガンバロー

△【来賓】原口代議士　　　  大串代議士　　　　 議員懇 徳光会長　　 労福協 原口理事長

連合佐賀 第６１回地方委員会
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「2023年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」に対する対県部局長交渉
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　連合佐賀は8月2日、県に対して「2023年度 佐賀県に対する政策・制度要求書（12分野25
項目68事項）」として山口知事に提出、うち10分野16項目20事項を重点事項として絞り込み、
そのすべてに対する回答を得ていたところでした。
　今回の「対県部局長交渉」は、その回答を基にさらに絞り込みを行い、県予算への組み込
みを求めるものであり、10事項について部局長交渉を行いました。
　交渉冒頭、吉冨副会長より、「8月2日に2023年度政策・制度要求について、重点20事項に
絞った要求を行い、9月15日に佐賀県の各部局より、前向きな回答をいただき感謝する。その
後、政策委員会で10項目の再質問にまとめ、交渉の事前打ち合わせを産業労働部と政策委員会事務局で行った。
地域経済や防災、感染対策など多岐にわたる再質問に対し、関係部局との協議をさせていただき、有意義な交渉と
なるようお願い申し上げる。」と挨拶され、来年度予算編成への反映ならびに国への意見上申などでの政策実現を
要請しました。

　交渉では、経済・産業政策と雇用政策の一体的推進および地域活性化への支援ほか（産
業労働部）、感染防止策をはじめ危機管理体制の充実ほか（健康福祉部）、自然災害からの
総合的な防災・減災対策の充実（県土整備部）、子ども・子育て支援新制度の着実な実施と、
すべての子どもが心身ともに健やかに育つための環境整備（男女参画・こども局）、安全・安心
で持続可能なまちづくりの推進（地域交流部）など、2023年度の重要政策として前向きに進め
ることを、県に強く要求しました。なお、今回の交渉を踏まえた県政への反映点検のため、産業
労働部へ「2023年度 県予算編成に向けた措置状況報告」の要請を行いました。

平和行動ｉｎ根室

△産業労働部／寺島部長挨拶

△佐賀新聞／2022.10.19 △佐賀県 部局との交渉

　連合「2022平和行動ｉｎ根室」が9月10日（土）より２日間開催され、連合佐賀より４名が参加しました。
《第1日目》9月10日（土）
　■北方四島学習会
　　【場　　所】　根室市総合文化会館
　　【参 加 者】　170名（3会場学習会参加総数430名）
　　1.映画「ジョバンニの島」鑑賞　13:30～15:15
　　　［概　要］宮沢賢治の童話『銀河鉄道の夜』をモチーフとした、実

話をもとにした作品。太平洋戦争末期から終戦直後の
色丹島を舞台に、ソ連の占領に伴い激変した島民の暮
らしを、とある家族の視点で描かれたアニメ映画。

△連合佐賀／吉冨副会長

　　2.北方四島学習会「ふるさと北方四島への想い」　15:30～16:20
　　　［内　容］元島民お二方による故郷の思い出。島を離れてから今日までのふるさとへの想い。
　　　［語り部］奥泉　一子 氏（元島民、択捉島出身）
　　　　　　　児玉　泰子 氏（北方領土返還要求運動連絡協議会事務局長、元島民、歯舞群島・志発島出身）
《第2日目》9月11日（日）
　■2022平和ノサップ集会　11:00～11:50　
　　北方領土（択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島）の返還!　故郷への想いをつなごう!　四島交流を進めよう!
　　【場　　所】　納沙布岬・望郷の岬公園
　　【参 加 者】　518名

　集会では山根木晴久連合副事務局長の司会進行のもと、芳野友子連合会長の主催者代表挨拶後、杉山元連合北
海道会長より歓迎挨拶があり、来賓として児玉俊宏北海道副知事、石垣雅敏根室市長、諸星衛北方領土問題対策協
会理事長より挨拶をいただきました。また、元島民の鈴木咲子さんからの訴えや目黒敏行連合島根副事務局長より竹
島問題に関して特別報告があり、来年6月のオキナワ集会へ繋げるピースリレー（ピースフラッグを杉山元連合北海道会
長から砂川安弘連合沖縄事務局長へ）後、石橋京将連合北海道根室地区連合会副会長による集会アピール採択、淺
野康敏連合北海道釧根地域協議会会長の音頭によるガンバロー三唱で閉会しました。
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　連合佐賀は、フェアワークセンターとして春闘意思統一を目的に
9月17日（土）佐賀市立図書館にて中小民間労組交流集会を開
催しました。
　集会冒頭、主催者を代表して連合佐賀フェアワークセンターの
俣野副委員長が春闘を取り組む中での組合の必要性などの内容
で主催者代表の挨拶を行いました。
　中小民間労組交流集会は、例年2月と9月に春闘に関する内容
で開催をしていますが、コロナの影響により3年ぶりの開催となりま
した。

　今回は、自治労全国一般労働組合福岡地方本部執行委員長山岡直明さまを招き「中小労働
者の実態と団体交渉等について」講演いただきました。
　山岡講師は『中小民間労働組合の組織率は１％を切っており、労働基準法も守られず、ハラス
メントが横行している。そのような状況の中、多くの労働相談があり、団体または企業に対し一緒
に団体交渉を行い、労働者の処遇や職場環境改善に努めてきた』と実体験をもとに交渉の進め
方やポイントをわかりやすく話されました。

2022春季生活闘争　中小民間労組交流集会

△俣野副委員長の主催者代表挨拶

△講師：山岡直明さま

3



△講師：桑原宏樹さま

△円城寺青年委員長の
　主催者代表挨拶

　早いもので2023春闘が始まる。連合は2023春闘で賃上げ分を３％程度、定昇相当分を含む賃上げを５％程度と
するとした。賃金水準の改善、労働市場における賃金の動向、物価を上回る可処分所得増の必要性、労働者への分配
増などを総合的に勘案したうえでの５％程度となっている。
　これまでの４％から１％上乗せになっている。物価も上がっていることから、2023春闘は是非とも勝ち取りたい
ものだ。（Ｋ）

　10月15日（土）、連合佐賀青年委員会は、3年ぶりにユースラリーを開催しました。まだまだコロナの影響もあり、規模的
には従来通りにはいかなかったものの、各地協の青年委員会も交えて全体的に16名の参加で開催しました。
　冒頭、主催者代表挨拶として円城寺青年委員長が3年ぶりに開催できたことを述べました。続いて講演に入りました。
〔講　　演〕「聴いてよ、子どもの声を！」
〔講　　師〕佐賀市生活自立支援センター　
　　　　　 センター長　桑原 宏樹 氏
　講演では、『若い少年、少女たちの心の声を聴いてほしい、子どもシェル
ター「ばるーん」では、概ね13歳から20歳までの女の子、虐待などにより家
に居場所がない、貧困で安心して住むところがない、非行から立ち直ろうと
しても支えてくれる大人がいない、そういった人たちを1か月から2か月の間
365日24時間体制で引き受けている。』そのような状況の中での子供たちと
接することのポイントなどをご講演いただきました。
　講演後は、ボウリングで汗を流し、懇親会へと移りました。

　2022年度佐賀地方最低賃金審議会特定（産業別）最低賃金について、それぞれの専門部会に
おいて審議を行った結果以下のとおり結審いたしました。

部門 2022年度最賃額

一般機械

電気機械

陶磁器

９２９円

９００円

８５４円

896円

867円

822円

引上げ額

３３円

３３円

３２円

前年度最賃額 　効力発生日（予定）

2022.12.30

2022.12.24

2022.12.16

連合佐賀2022ユースラリー
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